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海
岸
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め

る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
六
年
八
月
六
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
二
百
七
十
号

海
岸
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を

定
め
る
政
令

内
閣
は
、
海
岸
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二

十
六
年
法
律
第
六
十
一
号
）
附
則
第
一
条
本
文
の
規
定
に

基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

海
岸
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
は
、
平

成
二
十
六
年
八
月
十
日
と
す
る
。

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令

（
政
令
第
二
七
三
号
）（
内
閣
府
本
府
）

一

原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
法
施
行
令
の
一
部
改
正

関
係
（
第
一
条
関
係
）

１

題
名
を
「
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構

法
施
行
令
」
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

２

主
務
大
臣
は
、次
に
掲
げ
る
事
項
の
区
分
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
定
め
る
大
臣
と
す
る
等
、
主
務
大
臣
及

び
主
務
省
令
に
関
し
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
こ
と

と
し
た
。

^

理
事
長
及
び
監
事
の
任
命
並
び
に
運
営
委
員
会

の
委
員
の
認
可
等
に
関
す
る
事
項

内
閣
総
理
大

臣
及
び
文
部
科
学
大
臣

_

廃
炉
等
技
術
委
員
会
の
委
員
の
認
可
等
に
関
す

る
事
項

文
部
科
学
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣

`

業
務
方
法
書
及
び
予
算
等
の
認
可
等
に
関
す
る

事
項

内
閣
総
理
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
及
び
経

済
産
業
大
臣

a

一
般
負
担
金
年
度
総
額
の
認
可
及
び
特
別
事
業

計
画
の
認
定
等
に
関
す
る
事
項

内
閣
総
理
大
臣

及
び
経
済
産
業
大
臣

b

機
構
に
よ
る
廃
炉
等
の
適
切
か
つ
着
実
な
実
施

の
確
保
を
図
る
た
め
の
助
言
、
指
導
及
び
勧
告
の

監
督
等
に
関
す
る
事
項

経
済
産
業
大
臣

二

関
係
政
令
の
整
備
関
係
（
第
二
条
〜
第
七
条
関
係
）

原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
平
成
二
六
年
法
律
第
四
〇
号
。
以
下「
改
正
法
」

と
い
う
。）の
施
行
に
伴
い
、
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法

施
行
令
等
の
関
係
政
令
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
を
整
備

す
る
こ
と
と
し
た
。

三

施
行
期
日

こ
の
政
令
は
、
改
正
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
六
年

八
月
一
八
日
）
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
政
令
第
二
七
四
号
）（
金
融
庁
）

１

総
合
的
な
取
引
所
に
お
け
る
商
品
関
連
市
場
デ
リ
バ

テ
ィ
ブ
取
引
に
係
る
行
為
規
制
の
規
定

総
合
的
な
取
引
所
に
お
け
る
商
品
関
連
市
場
デ
リ
バ

テ
ィ
ブ
取
引
に
係
る
金
融
商
品
取
引
契
約
に
つ
い
て
、

契
約
の
締
結
の
勧
誘
に
先
立
っ
て
、
顧
客
に
対
し
、
そ

の
勧
誘
を
受
け
る
意
思
の
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
を
し

な
い
で
勧
誘
を
す
る
行
為
及
び
契
約
の
締
結
の
勧
誘
を

受
け
た
顧
客
が
当
該
契
約
を
締
結
し
な
い
旨
の
意
思
を

表
示
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
勧
誘
を
継
続
す
る

行
為
を
禁
止
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
六
条
の
四
関

係
）

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
六
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

海
岸
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
六
年
八
月
六
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
二
百
七
十
一
号

海
岸
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
海
岸
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二

十
六
年
法
律
第
六
十
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
海

岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）第
六
条
第
二
項
、

同
法
第
二
十
三
条
第
四
項
（
同
法
第
三
十
七
条
の
八
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
二
条
の
二
第
三
項
並
び
に
同
法
第
二
十
三
条
第
五
項

（
同
法
第
三
十
七
条
の
八
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）及
び
第
四
十
条
の
二
、
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五

十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
百
四
十
一
条
第
四
項
た
だ

し
書
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
公
共
土
木

施
設
の
災
害
復
旧
事
業
等
に
係
る
工
事
の
国
等
に
よ
る
代

行
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
三
十
三
号
）

第
七
条
第
三
項
及
び
第
八
項
、
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置

法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
十
三
条
第
三

項
並
び
に
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
五
年
法
律
第
五
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
三
項
及

び
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
海
岸
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

海
岸
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百

三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
五
第
一
項
第
一
号
中
「
砂
浜
」の
下
に「
又

は
樹
林
」
を
加
え
、
同
項
中
第
十
六
号
を
第
三
十
一
号

と
し
、
第
十
五
号
を
第
三
十
号
と
し
、
第
十
四
号
を
第

二
十
二
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
七
号
を
加
え
る
。

二
十
三

法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
必

要
な
土
地
を
使
用
し
、
土
石
、
竹
木
そ
の
他
の
資

材
を
使
用
し
、
若
し
く
は
収
用
し
、
車
両
そ
の
他

の
運
搬
具
若
し
く
は
器
具
を
使
用
し
、
若
し
く
は

工
作
物
そ
の
他
の
障
害
物
を
処
分
し
、
又
は
同
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
付
近
に
居
住
す
る
者

若
し
く
は
そ
の
現
場
に
あ
る
者
を
業
務
に
従
事
さ

せ
る
こ
と
。

二
十
四

法
第
二
十
三
条
第
三
項
並
び
に
同
条
第
四

項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
二
第
二
項

及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
損
失
の
補
償
に
つ
い

て
損
失
を
受
け
た
者
と
協
議
し
、
及
び
損
失
を
補

償
す
る
こ
と
。

二
十
五

法
第
二
十
三
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
損

害
を
補
償
す
る
こ
と
。

二
十
六

法
第
二
十
三
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
、
海

岸
協
力
団
体
の
指
定
を
し
、
及
び
当
該
海
岸
協
力

団
体
の
名
称
等
を
公
示
し
、
又
は
海
岸
協
力
団
体

に
よ
る
届
出
を
受
理
し
、
及
び
当
該
届
出
に
係
る

事
項
を
公
示
す
る
こ
と
。

二
十
七

法
第
二
十
三
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
、
報

告
を
求
め
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命

じ
、
又
は
海
岸
協
力
団
体
の
指
定
を
取
り
消
し
、

及
び
そ
の
旨
を
公
示
す
る
こ
と
。

二
十
八

法
第
二
十
三
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
情
報

の
提
供
又
は
指
導
若
し
く
は
助
言
を
す
る
こ
と
。

二
十
九

法
第
二
十
三
条
の
七
の
規
定
に
よ
り
海
岸

協
力
団
体
と
協
議
す
る
こ
と
。

第
一
条
の
五
第
一
項
中
第
十
三
号
を
第
二
十
一
号
と

し
、
第
十
二
号
を
第
二
十
号
と
し
、
第
十
一
号
を
第
十

九
号
と
し
、
同
項
第
十
号
中
「
損
失
の
」
を
「
、
損
失

の
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
八
号
と
し
、
同
項
中

第
九
号
を
第
十
七
号
と
し
、第
八
号
を
第
十
六
号
と
し
、
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